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わたしは、ほいくえんのときにも、このおはなしをきいたことがあります。 

ふたつのやまのどっちがたかいか、あそのかみさまにたのんでせいくらべをしま

す。 

ひがしのやまが、じぶんのほうにみずがながれてきて、がっかりしています。 

「もう、これからはいいださん。」といったとき、かみさまは、「せいはひくくて

も、りっぱなやまはたくさんある。あなたもいいやまだ。」と、ほめてくれました。 

だれでもいいところはあるんだと、かみさまがおしえているようなきがしました。

かみさまにいわれて、ひがしのやまが、「あ、そうだ。ぼくがつまらないことをいっ

たから、こういうことになったんだ。」と、きづいたところがすごいなとおもいまし

た。 

にしのやまもかったけど、「じまんしてごめんね。」と、すぐあやまったので、い

いなとおもいました。 

いつもなかよくしていても、ちょっとしたことでけんかをすることはあります。 

わたしは、そのともだちとおなじほいくえんで、なかよくはなしたりあそんだり

していますが、ときどきけんかみたいになるときもあります。 

でも、いつもそのともだちは、「あそぼう。」と、さそってくれるので、とてもう

れしいです。 

わたしも、そのともだちのように、おともだちにやさしくこえをかけたり、あそ

びにさそったりしていきたいです。 

これから、おともだちのいいところをたくさんさがして、みんななかよくたすけ

あっていきたいとおもいます。 


